
令和6年度情報融合学環数理・データサイエンス・AI教育プログラム　自己点検・評価
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評価基準

Ａ：評価項目について、適切に実施している。（基準を満たしている）

Ｂ：評価項目について、概ね実施している。（概ね基準を満たしている）

Ｃ：評価項目について、実施していない。（基準を満たしていない）

―：評価項目について、評価を行わない。

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること

本プログラムでは、産学官金連携、大学間連携で構築された文理横断型カリキュラムにより、数理・データサイエンス・
AIの「学ぶ楽しさ」と「学ぶことの意義」を効果的に理解させている。数理的側面とビジネス応用を融合させることで、文
理両面からの興味を喚起している。
特に「DS基盤数学演習Ⅱ」では、難易度の高さを感じながらも97.7%の学生が有意義と評価している点が特筆すべきで
ある。また「DSゼミナール」では実データを用いた分析演習を通じて、抽象的理論が実社会でどう活用されるかを体験
させる。また、「くまもとDX人材育成プラットフォーム」参画企業の実課題に取り組むことで学びの社会的意義を実感さ
せる。
情報融合学環の特色として、グローバル半導体企業進出という地域的特性を活かし、半導体産業がもたらす社会変革
とデータサイエンスの関係を学ぶことで、技術の社会的文脈を理解させている。また「DS倫理」では、AI活用の倫理的
側面を深く掘り下げることで技術者としての責任を自覚させている。
さらに、大学等連携推進法人「熊本地域大学ネットワーク機構」による連携開設科目を通じて多面的視点を養い、加え
て協定校等への留学プログラムなど学外活動により、国際的視野で学びの意義を体感させる機会も提供している。こ
れらの重層的アプローチにより、理論と実践、地域と世界をつなぐ学びの楽しさを実現している。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

本プログラムでは、高度な内容・水準を維持しながら「分かりやすい」授業を実現するため、複数の工夫を導入してい
る。特に「DS基盤数学演習Ⅱ」では教員の解説時間と学生の自主課題バランスを最適化し、難易度の高い内容であり
ながら97.7%という高い有意義度を実現している。
また、「くまもとDX人材育成プラットフォーム」との連携により、産業界からのフィードバックを迅速に授業内容に反映す
る仕組みを構築している。従来の学期末アンケートによる改善サイクルに加え、「DSゼミナール」等の教材を同時に企
業・団体に評価してもらう評価システムを導入し、最新の技術動向や生成AIなどの発展を教育内容に取り込んでいる。
情報融合学環の科目において地元企業から講師を招き、理論の実社会応用例を直接学ぶ機会を提供している。加え
て、文系出身学生向けにも理解しやすい教材設計とハンズオン演習を組み合わせ、抽象概念の具体化を図っている。
さらに、大学等連携推進法人によるFD活動や米国政府と連携したEMIワークショップを通じて教授法改善にも取り組ん
でいる。

全学的な履修者数、履修率向上に
向けた計画の達成・進捗状況

情報融合学環の卒業の要件となる、１年生から3年後学期の必修科目19科目32単位を履修、修得することで「情報融
合学環数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の修了としており、情報融合学環の全学生が必ず履修する仕組み
にしており、入学定員60名（令和6年度設置の新学部であるため収容定員も60名）に対して入学者68名全員が履修し、
履修率は113%であり、履修者数、履修率向上に向け、計画通りに進捗している状況である。

教育プログラム修了者の進路、活躍
状況、企業等の評価

本プログラムは令和6年度の入学生から設置されたもので、まだプログラム修了者の卒業生は出ていない。プログラム
を修了した卒業生が出てからは、就職先アンケート等の実施により、活躍状況、企業等の評価について、確認を行う予
定である。

産業界からの視点を含めた教育プ
ログラム内容・手法等への意見

本教育プログラムは、地域連携プラットフォーム「くまもとDX人材育成プラットフォーム」を通じて産業界と緊密に連携し
て開発・実施している。特に、グローバル半導体企業の進出に伴う半導体関連企業集積という地域的背景を活かし、
半導体関連企業や地方銀行等の金融機関から「DSゼミナール」等、当該プログラムの科目への課題・データ提供や講
師派遣を受け、実践的な連携PBL教育を必修化する等、地域産業ニーズに即した内容にしている。そして、講義内容を
使ったリカレント教育を実施し、そこで常時、評価、意見収集を行うことにより、迅速なPDCAサイクルが確立している。

学生アンケート等を通じた学生の内
容の理解度（学習成果の確認）

「情報融合学環数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の専門科目のアンケートの調査結果は以下の通りである。
 科目名目標達成率　有意義度　非常に難しかったとの回答の割合

   DS基盤数学演習Ⅰ81.3%93.8%18.8%
   集合と論理83.3%90.0%23.3%

   DS基盤数学演習Ⅱ95.3%97.7%23.3%
   確率・統計90.9%86.4%22.7%

   DS倫理90.0%86.0%8.0%
全体として学生の理解度は高いレベルにあり、特にDS基盤数学演習Ⅱでは難易度の高さにもかかわらず極めて高い
理解度を示している。DS基盤数学演習Ⅰと集合と論理では、他の科目と比較してやや理解度が低いものの、それでも
8割以上の学生が目標を達成できたと回答しており、基礎的な概念理解は十分に進んでいると言える。DS倫理は最も
理解しやすい内容として、学生の高い理解度を実現している。
学生アンケートからは、すべての科目において学生の理解度は満足できるレベルにあり、特に応用的な内容よりも基
礎的な概念の理解が進んでいることが示唆されている。

学生アンケート等を通じた後輩等他
の学生への推奨度

自由記述を踏まえた授業改善アンケート結果を踏まえると、後輩や他の学生に対して以下の推奨ができる。「DS基盤
数学演習Ⅱ」は、教員が解説時間や教材の見やすさに配慮しており、高難度ながら97.7%の有意義度を示す非常に効
果的な科目である。「集合と論理」は教員の丁寧な指導により、多くの学生が集合論の基礎を十分に理解できている。
「DS倫理」では教員の事例を通じた学びが高く評価され、AIやデータサイエンスの倫理的課題を考える貴重な機会と
なっている。「DS基盤数学演習Ⅰ」は教員が問題の難易度や出題量を調整し、効果的な基礎固めを実施している。ま
た、「確率・統計」も2年次以降のより専門性の高い科目への橋渡し的な役割を果たしている。これらの科目は相互に関
連し、データサイエンス分野の総合的な理解を深めるために、体系的な履修が強く推奨される。

自己点検・評価の視点（評価項目） 評価理由

プログラムの履修・修得状況

情報融合学環の卒業の要件となる、１年生から3年後学期の必修科目19科目32単位を履修、修得することで「情報融
合学環数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の修了としている。情報融合学環の全学生が必ず履修する仕組み
にしており、入学定員60名（令和6年度設置の新学部であるため収容定員も60名）に対して入学者68名全員が履修し、
履修率は113%である。
修得状況について、全学のLearning Management Systemを司る、情報、eラーニング部門の教員が当該学部の専任教
員であり、LMSを使用して受講者毎の講義演習進捗状況や課題への回答状況を把握することができる。


